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と
も
に
つ
く
る
「
安
心
な
元
気
都
市 

栗
東
」

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
よ
り
、
対
話
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
意
見
や
提
案
を
政
策
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
声
を
市
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

市
長
と
気
軽
に

栗
東
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

市
長
へ
の
手
紙

市
長
の
こ
ん
に
ち
は
ト
ー
ク

　

市
長
が
自
ら
各
地
域
に
伺
い
、
市
政

の
状
況
報
告
後
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
第
１
回
、２
回
合
わ
せ
て
、

９
学
区
、
合
計
３
１
４
人
の
皆
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
、
貴
重
な
意
見
や
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
日
程
は
７
月
号
の
広
報
に

掲
載
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク

　

暮
ら
し
に
身
近
な
問
題
や
市
の
事
業

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

に
選
択
し
て
い
た
だ
き
、
市
長
や
市
職

員
が
伺
っ
て
お
話
す
る
場
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
合
計
65
回
、
延
べ

２
０
７
５
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
実
施

し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
毎
年
見
直
し
、
常
に
新

し
い
話
題
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
ト
ー
ク
メ
ニ
ュ
ー

と
申
込
み
方
法
は
別
冊
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク
の
一
つ
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
も
と

に
市
長
が
伺
い
、
直
接
語
り
合
う
こ
と

で
、と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
合
計
５
団
体
、
94
人
と

語
り
合
い
ま
し
た
。

■�

ト
ー
ク
の
お
相
手
…
市
内
の
自
主
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
で
、
10
人
～
30
人
程
度
（
た
だ

し
、
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
は
除
き

ま
す
）。

■�

日
時
…
平
日
、
土
・
日
・
祝
日
を
問

わ
ず
、
９
時
～
21
時
の
間
で
、
時
間

は
１
時
間
30
分
ま
で
。

■�

ト
ー
ク
の
内
容
…
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
せ
る
内
容
で
、
事
前
に
対
象
グ
ル

ー
プ
と
調
整
し
ま
す
。

■�

ト
ー
ク
の
運
営
方
法
…
グ
ル
ー
プ
・

団
体
の
主
体
的
な
運
営
と
し
ま
す
。

※�

同
一
グ
ル
ー
プ
と
の
定
期
的
な
対
話

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
望
、

陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
度
の
実
施
結
果
な
ど
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
市
政
に
つ
い
て

の
意
見
や
提
案
に
市
長
が
回
答
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
手
紙
は
１
５
６
通
、
意
見

な
ど
の
件
数
は
２
０
６
件
で
し
た
。

　

広
報
５
月
号
の
様
式
を
利
用
い
た
だ

く
ほ
か
、
は
が
き
や
私
製
の
封
書
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
な
ご
や
か
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
に
も
用
紙
を
設
置
し

て
い
ま
す
。　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　

市
の
基
本
的
な
計
画
・
条
例
な
ど
を

つ
く
る
段
階
で
、
趣
旨
、
内
容
を
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
案
件
は
、
そ
の
都
度
、
広

報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
広
報
課
（
市
民
対
話
室
）

　

広
報
・
広
聴
係

  

☎
551-

０
６
４
１ 　

554-

１
１
２
３

FAX

２月 24 日、「下戸山寿会」の皆さんと語り合いました
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りっとうの
商工振興

信
用
保
証
料
助
成
制
度

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

  

☎
551-

０
２
３
６ 　

551-

０
１
４
８

FAX

※
詳
し
く
は
、
栗
東
市
ま
た
は
、
栗
東

市
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

前
㟢
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
石

部
郵
便
局
に
就
職
し
、
平
成
18
年

に
彦
根
郵
便
局
を
退
職
さ
れ
る
ま

で
の
39
年
に
わ
た
り
、
郵
便
事
業

一
筋
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
の
体
験
で
す
。

近
畿
各
地
の
郵
便
局
か
ら
応
援
に

行
き
ま
し
た
が
、
私
も
そ
の
一
人

と
し
て
交
通
機
関
が
復
活
し
て
す

ぐ
に
、
当
時
の
勤
務
先
で
あ
っ
た

栗
東
郵
便
局
か
ら
神
戸
市
長
田
区

に
小
包
配
達
の
応
援
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
配
達
し
た
ほ
と
ん
ど
が

水
で
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

を
目
の
当
た
り
に
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
止
ま
っ
て
い
た
た
め
、
30

㎏
ほ
ど
あ
る
荷
物
を
マ
ン
シ
ョ
ン

の
上
に
歩
い
て
運
び
ま
し
た
。

　

受
章
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
地

道
に
地
域
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

春の叙勲、前㟢隆夫さん（十里）が「瑞宝単光章」を受章

制度 資金名 助成割合

セーフティネット
資金

新規枠 10分の2

借換枠 10分の2

緊急経済
対策資金

新規枠 10分の2

借換枠 10分の2

開業資金 ※10分の2

栗東市小規模企業者小口簡易資金 10分の３

滋
賀
県
中
小
企
業

振
興
資
金
融
資
制
度

※開業資金は、平成 28 年４月１日から
　 平成 30 年３月 31 日の間は 10 分の３

信
用
保
証
料
助
成
制
度

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　

中
小
企
業
な
ど
の
負
担
軽
減
と
経

営
基
盤
の
強
化
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
信
用
保

証
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者
…
法
人
の
場
合
は
、
市
内

に
事
業
所
を
有
し
、
個
人
の
場
合

は
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
人
（
開
業
資
金
、
小
口

簡
易
資
金
は
別
途
規
定
あ
り
）

■
対
象
資
金
…
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
に

融
資
さ
れ
た
次
の
資
金

■
助
成
額
…
対
象
融
資
に
係
る
信
用
保

証
料
に
助
成
割
合
を
乗
じ
た
額
を
助

成
し
ま
す
。
上
限
額
は
制
度
期
間
を

通
じ
て
50
万
円

■
補
助
内
容
…

　

市
内
小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
な

ど
を
支
援
し
、
地
域
の
原
動
力
と
な
る

小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
を
目
指
し
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
市
内
事
業

者
に
対
し
、
市
に
よ
る
上
乗
せ
補
助
を

行
い
ま
す
。

■
対
象
者
…
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

小
規
模
事
業
者
で
、｢

平
成
28
年
度

第
２
次
補
正
予
算
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
」
の
採
択
を
受
け
た
人

■
補
助
対
象
経
費
例
…

・
店
舗
な
ど
の
改
装
に
伴
う
外
装
工
事
・

内
装
工
事
費
用
（
住
居
兼
店
舗
は
店

舗
専
用
部
分
に
係
る
経
費
の
み
） 

・
機
器
・
設
備
な
ど
の
調
達
費
用
（
リ

ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
を
含
む
）

補助対象 小規模事業者
持続化補助金（国）

栗東市
上乗せ補助

販路開拓
など

補助率２/３以内
（最大50万円）

※連携事業者の場合は最大500万円

事業者負担の１/２以内
（最大１２万5,000円）

※連携事業者の場合は最大125万円

賃上げ
雇用増加
買物弱者
海外展開

補助率２/３以内
（最大100万円）

※連携事業者の場合は最大500万円

事業者負担の１/２以内
（最大25万円）

※連携事業者の場合は最大125万円

上乗せ補助で
事業者の負担を軽減！

事業者の
負担は１/３
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市
で
は
、
平
成
27
年
に
「
第
２
次
栗
東

市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
特
に
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
へ
の
食
育
に
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
健
康
推
進
員
に
よ
る
料
理

教
室
、
離
乳
食
講
座
な
ど
子
育
て
支
援

の
た
め
の
事
業
、
各
園
で
の
野
菜
栽
培
や

ク
ッ
キ
ン
グ
活
動
、
各
学
校
で
の
た
ん
ぼ

の
こ
事
業
や
自
分
で
お
弁
当
を
つ
く
る
活

動
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
の
特
別
給

食
と
食
に
関
す
る
指
導
な
ど
の
取
組
み
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
の
中
で
は
次
の
３
つ
の

重
点
的
な
取
組
み
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
も
食
育
の
取
組
み
を
実
践
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

①
野
菜
料
理
を
１
皿
増
や
そ
う

　

野
菜
は
「
健
康
に
良
い
」
と
理
解
し

て
い
て
も
、
意
識
し
な
け
れ
ば
十
分
な

摂
取
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
朝

食
か
ら
野
菜
を
食
べ
る
に
は
、
前
日
の

夕
食
時
に
多
め
に
野
菜
を
切
っ
て
お

き
、
朝
に
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
や
洋

風
の
ス
ー
プ
な
ど
を
作
っ
た
り
、
市
販

の
カ
ッ
ト
野
菜
で
手
軽
に
サ
ラ
ダ
を
摂

っ
た
り
す
る
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

②
食
事
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
る

　

家
族
が
食
卓
を
囲
ん
で
と
も
に
食
事

を
と
る
こ
と
は
食
育
の
原
点
で
あ
り
、

子
ど
も
へ
の
食
育
を
実
践
し
て
い
く
大

切
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
友
達

や
地
域
の
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
た
り
食
事
を
楽
し
く
食
べ

た
り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

③
農
業
や
調
理
の
体
験
活
動
を
行
う 

　

身
近
な
食
べ
物
が
ど
の
よ
う
に
栽

培
・
収
穫
さ
れ
る
の
か
を
知
り
、
調
理

す
る
こ
と
は
、
食
べ
物
を
生
み
出
し
て

く
れ
た
自
然
や
、
生
産
・
調
理
し
て
く

れ
た
人
々
に
感
謝
し
、
食
べ
物
を
粗
末

に
せ
ず
、大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

親
子
で
一
緒
に
料
理
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
で
野
菜
を
育
て
収

穫
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

  

☎
554-

６
１
０
０ 　

554-

６
１
０
１

FAX

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の

取
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち

の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
「
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
」

　

実
行
委
員
募
集

実
行
委
員
会
で
は
、
誰
も

が
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
け
る

よ
う
な
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、子
育
て
や
介
護
、

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス

な
ど
、
地
域
の
身
近
な
課
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
な
ど
の

企
画
や
運
営
、
広
報
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
」

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

【
条
件
】
①
②
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

20
歳
以
上
の
人

②
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
今

後
地
域
で
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
た
だ
け
る
人

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
極

め
て
短
時
間
で
着
弾
し
ま
す
。

　

ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
を
活
用
し
て
、
防
災
行
政
無

線
で
特
別
な
サ
イ
レ
ン
音
と
と
も

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
緊
急

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら
、
直

ち
に
次
の
行
動
を
。

（
例
）
直
ち
に
避
難
。
直
ち
に
避

難
。
屋
内
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
屋

内
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
屋
外
に
い
る
場
合

　

近
く
の
頑
丈
な
建
物
や
地
下
な

ど
に
避
難
す
る
。

◦
建
物
な
ど
が
な
い
場
合

　

物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に

伏
せ
て
頭
部
を
守
る
。

◦
屋
内
に
居
る
場
合

　

窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の
な
い

部
屋
に
移
動
す
る
。

６月23日から29日は「男女共同参画週間」「男で○、女で○、共同作業で◎」

弾道ミサイル落下時は落ち着いて行動を

問
危
機
管
理
課

　

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係 

  

☎
551-

０
１
０
９

　

551-

０
１
４
９

FAX

※タイトルは本年度のキャッチフレーズ

■内閣官房国民保護ポータルサイト
　http://www.kokuminhogo.go.jp/

問
自
治
振
興
課

  

男
女
共
同
参
画
推
進
係

  

☎
551-

０
２
９
０

 　

551-

０
４
３
２

FAX

落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
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　元気な返事と話し言葉

～栗東市子育てのための12か条＜人との接し方５か条＞～

子育て情報
～はちみつを食べることで起こる食中毒～

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101
問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-610

　６月以降は、温度・湿度上昇により食中毒が起
こりやすくなります。一般的な食中毒対策である
手洗いや加熱では予防できない、はちみつによる
食中毒をご存じでしょうか。

　都内で５か月の乳児がはちみつを摂取したこと
が原因とされる乳児ボツリヌス症で死亡する事故
がありました。乳児ボツリヌス症は、１歳未満の
乳児にみられ、摂取されたボツリヌス菌が腸管内
で毒素を生むことで発症します。

　乳児ボツリヌス症の予防のため、原因食品の一
つであるはちみつを１歳未満の乳児に与えるのは
避けてください。
　なお、これは乳児の腸内細菌が成人と異なるた
めに起こる疾病で、１歳以上の人がはちみつを摂
取しても、発症はありません。

乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
の

予
防
の
た
め
、

は
ち
み
つ
を
１
歳
未
満
の

乳
児
に
与
え
る
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

～不法投棄を見つけたら～

　所得にかかる税金として、所得税は国に納
める税金（国税）ですが、地方自治体（市町
村、都道府県）に納める税金（地方税）が住
民税（市県民税）です。
　住民税は、１月１日（賦課期日）現在、住
民票のある市町村が前年中の所得をもとに課
税します。住民票がなくても、１月１日現
在、生活の本拠がその市町村にあった場合
は、その市町村が課税します。
　給与所得にかかる住民税を給与から引き落
とす場合は勤務先を通じて、それ以外の人は
６月に納税通知書
を送付します。納
め忘れのないよう
お願いします。

市民税・県民税納税通知書を送付

問税務課 市民税係　
　　　　 ☎ 551-0106　 FAX 551-2010

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

　不法投棄は人目につかない所や管理が不十
分な場所で多く見られます。土地の所有者
は、雑草の除去など、こまめな管理を心がけ
てください。
　また、家庭のごみは決められた集積場に出し
てください。事業所のごみは出すことができま
せん。間違った出し方をすると、不法投棄とみ
なされることがあるので注意しましょう。
　もし、投棄者に遭遇したら、むやみに接触
することは避け、草津警察署(☎563-0110)
または下記へご連絡ください。
■「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」
　５月30日（ごみゼロの日）～６月５日（環境の日）
　不法投棄監視員やボランティアの皆さんと
ともに監視パトロールに取り組み、特にこの
期間は活動を強化しています。
■不法投棄ボランティア監視員募集
　普段の買い物や通勤、散歩などのお出か
けの際にパトロールをしてもらいます。協
力可能な人はご連絡ください。
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